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　地球温暖化の影響もあり夏の時期は、年々３５度以上の猛暑日が増加していま
す。
　住民の命を守る観点から、主に高齢者や児童・生徒の熱中症予防対策をしてい
く必要があると思うが、町の見解を伺う。

　➀特に今年は新型コロナウイルスの影響で臨時休校が続き、授業時間を確保す
　るため、夏休み期間が短縮された。子どもたちは真夏の非常に暑いなか登下校
　をしている。
　　登下校時の熱中症対策として、筑後市では全小中学生に日傘の配布や、京都
　府久御山町では全小中学生に首元を冷やす「冷却タオル」の配布などの対策を
　行っている。本町の登下校時の熱中症対策は。

　②高齢者が室内で熱中症になり救急搬送されるケースが多いと聞く。独居者だ
　けでなく、昼間一人で過ごす高齢者も多いため見守りや注意喚起が重要と思わ
　れる。また夜間の熱中症も危険である。
　　緊急時にペンダントのボタンを押すだけで２４時間対応を行う「緊急通報装
　置」の貸与を広げるなど高齢者の熱中症対策の必要があると思うが、現状と今
　後の対策は。

　現代は、性別・国籍・人種・年齢・考え方など様々な違いのある人々が互いを
認め合い、支えあい生きていく多様性の時代であり、平成３０年８月作成の第６
次新宮町総合計画策定方針の中にも「個性と多様性が交わるまちづくり」が掲げ
られている。
　現在ＬＧＢＴを含む性的少数者は８％を超えるという調査もあり、これらの
人々が安心して暮らせる町にしていくことは、とても重要であると感じる。そこ
で次のことを伺う。

１．ＬＧＢＴ等の性的少数者に関する啓発や教育の現状は。

２．性的少数者の方々に対する支援や相談の現状は。

３．パートナーシップ宣誓制度を導入している自治体があるが、本町でも導入で
　きないか。

　引っ越し時の窓口での待ち時間や、手続きに係る時間を減らすことが、住民の
利便性の向上につながり、新しい生活様式で求められる「３密の回避」にもつな
がると感じる。
　福岡市では、今年１月より引っ越し先の住所や氏名などを事前に送信すれば来
庁したときに短時間で手続きが完了するオンライン予約サービスが実施されてい
る。
　このようなオンライン予約サービスを本町でも実施できないか。

　近年、全国各地で「百年に一度」とか想定外と言われるような災害が至る所で
発生しており、全国どの地域もいつ災害が起こるかわからない状況である。
　本町は災害が少ないと言われているが、いつ何時何処で起こるかわからない自
然災害への対策・対応の強化は不可欠であり、防災あるいは減災のために出来得
る限りの対策が必要である。加えて自助・共助・公助をそれぞれ強化する必要が
あり、その一環として自主防災組織の強化と設置の推進を図るべきと思うが見解
を伺う。

１．自主防災組織設置状況と現状の課題は。

２．町として、今ある自主防災組織を、今後どのように強化させていくべきか。

３．自主防災組織普及のため、補助金や支援を行っている自治体もあるが、本町
　での自主防災組織普及のための取組は。

※質問事項、具体的質問内容については、原文のまま記載しています。

※役場、シーオーレ新宮、そぴあしんぐうにおいて、議会中継を行っています。是非ご覧ください。

※スマートフォン及びお手元のパソコンから新宮町議会にアクセスしてください。議会中継・録画配信を行っています。是非ご覧ください。

※議場での傍聴希望の方は、当日午前9時から受付を行ないますので、役場議会事務局前へおいでください。

※詳しくは、役場議会事務局　TEL　９６３－１７３７（直通）までお問い合わせください。
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